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キチジ科アラスカキチジの本州北部沖太平洋からの記録

鶴岡 理 ・今村 央 ・矢部 衞

(2009年8月20日受付，2009年11月30日受理)

Record of the Shortspine Thornyhead,Sebastolobus alascanus(Perciformes:Scorpaenoidei:

Sebastolobidae)from the Pacific Coast of Northern Honshu Island,Japan
 

Osamu TSURUOKA ,Hisashi IMAMURA and Mamoru YABE

Abstract
 

Seven specimens of a sebastolobid fish,Sebastolobus alascanus Bean,1890,were collected from the western
 

North Pacific,off northern Honshu Island,Japan.In the waters around Japan,this species had been mainly
 

reported from the Sea of Okhotsk,off Abashiri,Hokkaido and from the Pacific side of the Kuril Islands.This
 

study represents the record of the species from northern Honshu Island,Japan,as well as the southern-most record
 

in the western North Pacific.

Key words:Sebastolobus alascanus,southern-most record,off northern Honshu Island,western North Pacific,
Japan

は じ め に

キチジ属Sebastolobusは，キチジ科Sebastolobidaeを構

成する唯一の属であり，頭部背面および頬部の棘がよく発

達する，胸鰭に欠刻があり二葉に分かれる，胸鰭下部の鰭

条が肥厚し，それぞれが遊離するなどで特徴づけられるカ

サゴ亜目Scorpaenoidei魚類である (Mecklenburg et al.,

2002;Imamura,2004)。本属には，ベーリング海，中部・東

部北太平洋，オホーツク海および日本海北部に分布するキ

チジSebastolobus macrochir(Gunther,1877)，ベーリング

海，北太平洋およびオホーツク海に分布するアラスカキチ

ジS.alascanus Bean,1890および西部北太平洋に分布する

ヒレナガキチジS.altivelis Gilbert,1896の3種が知られて

いる (Orr et al.,2000;Love et al.,2002;Mecklenberg et al.,

2002)。本属の構成種は，いずれも水産有用種として世界的

に重要視されており，その分布域，繁殖生態，個体群動態，

資源量などが盛んに研究されている (Stepian et al.,2000;
夏目ら，2001;Pearson and Gunderson,2003;服部ら，2006
など)。

1997年および1998年に，青森県沖から茨城県沖にかけ

ての西部北太平洋の水深150-900 mにおいて，東北区水産

研究所八戸支所により魚類・ズワイガニ資源量調査が行わ

れた。本調査において採集されたキチジ属魚類を分類学的

に精査した結果，アラスカキチジと同定される7個体が確

認された。北川ら (2008)は，これらの標本に基づき本種の

本州北部沖西部北太平洋からの記録を報告したが，本書は

一般書であるため，標本に基づく詳細な記載，同定根拠の

提示および本種の分布に関する論議は行われていない。そ

こで本研究では，上述の7個体に基づいて形態的特徴を記

載し，同定の根拠を明示する．さらに，本種の分布に関す

る議論を行い，改めてアラスカキチジの本州北部沖からの

記録および南限記録を含む分布域拡大について報告する。

なお，北川ら (2008)で用いられたアラスカキチジのカ

ラー写真は，本研究で用いられた7個体の中の1個体

(HUMZ 182680)である。

計数計測方法はHubbs and Lagler(1958)に従った。頭

部の棘の名称は尼岡 (1984)に従った。脊椎骨および尾鰭

の観察には軟X線写真を用いた。高次分類体系はImamura
 

and Yabe(2002)およびImamura(2004)に従った。本研

究に供した標本は，北海道大学総合博物館 (HUMZ)に所

蔵されている。

本稿を進めるにあたり，北海道大学大学院水産科学研究

院の仲谷一宏元教授から数多くのご助言をいただいた。ま

た，東北区水産研究所八戸支所の服部努博士，北海道区水
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産研究所の北川大二博士，および東北区水産研究所調査船

若鷹丸と兵庫県立香住高等学校水産実習船但州丸の乗組員

の方々には標本採集の際に多大なご協力をいただいた。こ

こに謹んでお礼申し上げる。

アラスカキチジ

Sebastolobus alascanus Bean,1890

(Fig.1)

材料

HUMZ 180631，1個体，106.6 mm SL，北緯36度58.69
分 東経141度38.61分-北緯36度57.45分 東経141度

37.69分，水深549-554 m，福島県沖，着底トロール (若鷹

丸)，1998年10月19日，採集者 :今村 央 ;HUMZ
 

180770-180772，3個体，62.5-94.8 mm SL，北緯40度16.73
分 東経142度14.56分-北緯40度16.73分 東経142度

14.56分，水深446-449 m，青森県沖，着底トロール (若鷹

丸)，1997年10月21日，採集者 :今村 央 ;HUMZ
 

182679，1個体，200.4 mm SL，北緯37度14.80分東経141
度48.88分，水深497 m，茨城県沖，着底トロール (但州丸)，

1998年4月20日，採集者:服部 努;HUMZ 182680，1個

体，183.6 mm SL，北緯37度45.51分東経141度59.74分，

水深497 m，福島県沖，着底トロール (但州丸)，1998年4
月16日，採集者:服部 努;HUMZ 185199，1個体，69.8

 
mm SL，北緯37度00.37分東経141度38.19分，水深500

 
m，福島県沖，着底トロール (但州丸)，1998年4月21日，

採集者:服部 努。

記載

背鰭条数XVI-XVII，9;臀鰭条数III，5;胸鰭条数21-

22;腹鰭条数I，5;尾鰭分枝鰭条数9;側線鱗数31-34＋

2;脊椎骨数 (腹椎骨＋尾椎骨＝総数);11＋19-20＝30-

31。

標準体長に対する百分率:頭長38.5-42.4;体高22.4-

26.2;体幅16.1-22.2;吻長8.9-10.8;眼窩径11.8-15.4;両

眼間隔3.8-4.8;尾柄高7.7-9.1;尾柄長21.5-23.9;眼窩後

頭長 16.6-20.0;背鰭前長35.4-39.0;臀鰭前長64.2-71.4;

腹鰭前長34.6-38.3;背鰭基底長47.7-51.3;臀鰭基底長

10.3-12.2;胸鰭基底長9.3-11.5;背鰭第1棘長3.4-5.1;背

鰭第2棘長6.6-9.9;背鰭第3棘長12.2-14.6;背鰭第4棘

長13.1-15.3;背鰭第5棘長12.9-15.4;臀鰭第1棘長8.7-

9.4;臀鰭第2棘長17.2-21.2;臀鰭第3棘長14.1-16.6;最

長胸鰭条長22.0-25.2;腹鰭長22.5-25.2;上顎長14.8-19.0;
下顎長16.3-18.7。臀鰭起部での体高に対する百分率:尾柄

高46.6-52.3。

体は側扁し，やや伸張する。体幹部の断面はほぼ円形。上

顎は下顎より突出し，その先端は凹む。上顎後端は眼窩後

縁直下のやや前方に位置する。両顎，鋤骨および口蓋骨に

微小な円錐歯があり，繊毛状歯帯を形成する。鼻棘は鋭く，

上後方を向く。涙骨下縁に2本の棘がある。眼下骨棘は5
本。眼は大きい。両眼間隔は狭く，凹む。眼前棘，眼上棘，

眼後棘，耳棘，翼耳棘，頭頂棘，頸棘および上擬鎖骨棘が

発達する。下部後頭棘および眼窩後棘は弱く，その先端は

鈍い。前鰓蓋骨棘は5本で，上部2棘が発達する。外鰓孔

後端は背鰭第2-3棘の直下に位置する。頬部，鰓蓋部およ

び頭部背面に小鱗が分布する。有孔櫛鱗からなる1列の側

線鱗列がある。側線鱗列は鰓孔後端の直後から始まり，尾

鰭基部付近で終わる。背鰭の起部は項部の後方に位置す

る。背鰭第3棘は伸長せず，第4棘が最も長い。臀鰭起部

は背鰭第2-3棘の直下に位置し，第2棘が最も長い。胸鰭

は浅い欠刻により二葉に分かれ，下葉の鰭条は肥厚し，そ

れぞれが後部で遊離する。腹鰭は背鰭起部の直下に位置す

る。尾鰭後縁はやや丸い。

生鮮時のカラー写真 (HUMZ 182680)に基づく体色は

赤桃色。背鰭基底の下方に黒色の虫食い状斑がある。背鰭

棘条部前端，背鰭棘条部の後部および尾鰭後部に黒斑があ

る。アルコール液漬下の体色は一様に淡褐色。背鰭棘条部

前端，背鰭棘条部の後部および尾鰭後部に黒斑がある。鰓

腔内は淡色。

分布

本種はベーリング海，北太平洋およびオホーツク海の水

深20-1,524 m に分布する (Orr et al.,2000;Love et al.,

2002;Mecklenberg et al.,2002)。本邦においては，北海道

北 大 水 産 彙 報 60(1),2010.
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Fig.1.Sebastolobus alascanus,HUMZ 182680,183.6 mm SL.



網走沖のオホーツク海に位置する北見大和堆周辺，および

千島列島太平洋岸ならびに本州北部沖の西部北太平洋の水

深100-1,500 mから知られている (金山，1983;尼岡ら，

1995;Mecklenburg et al.,2002;北川ら，2008;本研究)。

備考

本標本7個体は，生鮮時の体色が赤桃色を呈すること，

頭部背面部および頬部の棘がよく発達すること，胸鰭に欠

刻があり2葉に分かれること，胸鰭下部の鰭条が肥厚し，

それぞれが後部で遊離することにより，キチジ科のキチジ

属Sebastolobusに含まれる (Orr et al.,2000;Mecklenburg
 

et al.,2002)。キチジ属には3種が知られるが，体が伸長す

る，背鰭棘は第4棘あるいは第5棘が最長である，鰓腔内

が淡色であるなどの本標本の特徴は，Orr et al.(2000)およ

び Mecklenburg et al.(2002)が示したアラスカキチジの標

徴とよく一致する。さらに，計数値や体色などの他の形態

学的特徴も，本種の原記載であるBean(1890)の記述によ

く類似する．本標本は，キチジとは，体幹部の断面がほぼ

円形を呈すること (キチジでは長円形)，上顎先端が強く凹

むこと (ほぼ直線状か，あるいはわずかに凹む)，両眼間隔

域が凹むこと (ほぼ平坦)，尾柄高が臀鰭基部での体高の

47-52%であること (43%以下)により識別され，またヒレ

ナガキチジとは，背鰭第3鰭条が伸長しないこと (ヒレナ

ガキチジでは著しく伸長する)，アルコール液漬下の鰓腔は

淡色を呈すること (薄暗色を呈する)により識別される

(Eschmeyer and Herald,1983;中坊，2000;Orr et al.,2000;

Mecklenburg et al.,2002)。よって本研究では，本標本をア

ラスカキチジS.alascanusと同定した。

従来の，アラスカキチジの日本周辺海域における分布は

以下の通りであり，本州北部沖太平洋からの報告はなかっ

た:オホーツク海の北見大和堆 (金山，1983)，網走沖のオ

ホーツク海 (尼岡ら，1995)，北海道東部 (尼岡，1984;中

坊，1993,2000;石田，1997;Nakabo,2002)および千島列

島太平洋岸 (Mecklenburg et al.,2002)。従って，本研究は，

本種の標本に基づく本州北部沖太平洋からの確実な記録で

あり，同時に西部北太平洋における南限記録である。
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